
藤沢駅周辺地区（第3期）都市構造再編集中支援事業（神奈川県藤沢市）

◆事業概要：藤沢の玄関口にふさわしい、にぎわいや交流を創出し、周辺地域へつなぐ駅前づくりとして、魅力ある滞留空間、交流拠点の創出、交通結節点の機能向上

及び快適に歩ける空間の創出を目指す 。

◆事業主体：藤沢市 ◆面積：１００．９ha ◆交付期間：令和８年度～令和１２年度 ◆立地適正化計画公表時期：平成２９年３月

◆全体事業費：９，１９３．６百万円 ◆交付対象事業費：６３６９．０百万円（国費交付限度額：３，１８４．５百万円） ◆国費率：５０％

本年度ver.ふじ さわ えき しゅう へん
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人口：44.4万人（令和７年６月時点）
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藤沢駅南北自由通路拡幅整備事業(工事)

■基幹事業（道路）
藤沢駅北口南北線整備事業
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藤沢駅南口エスカレーター整備事業
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藤沢駅南口駅前広場再整備事業

■基幹事業（地域生活基盤施設）
藤沢駅南口第２自転車駐車場整備事業

□提案事業（事業活用調査）
都市再生整備計画 事業効果分析調査

人口：44.2万人（令和８年２月時点）
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（第３期）（神奈川県藤沢市）  

（都市構造再編集中支援事業）  

 
１．概  要  

  本地区は、鉄道３線が結節するターミナルとして、本市の都心及び広

域交流拠点として、また湘南の玄関口としての役割を担ってきたが、藤

沢駅周辺の整備から４０年以上が経過し、都市施設の老朽化・陳腐化、

駅南北の連携強化など、多種多様な課題に対し、改善・更新が必要とな

っている。 

このことから、本地区の再活性化に向け、既存施設のリニューアル・

高質化等を進めながら、コンパクトシティーの構築をさらに推進する。 

 

 
２．計画内容  

所 在 地 ： 神奈川県
か な が わ け ん

藤沢市
ふ じ さ わ し

 

事 業 主 体 ： 藤沢市 

面 積 ： １００．９ha 

交 付 期 間 ： 令和８年度～令和１２年度 

全 体 事 業 費 ： ９,１９３.６百万円 

交付対象事業費 ： ６,３６９.０百万円（国費：３,１８４.５百万円） 

事 業 内 容 ：藤沢駅南北自由通路整備、藤沢駅南口エスカレーター

整備、道路・自転車駐車場 等 
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関連 事業  

藤 沢 駅 南 口 エスカレーター整 備 事 業  

（高 質 空 間 形 成 施 設 ） 

藤 沢 駅 南 北 自 由 通 路 拡 幅 整 備 事 業  

（地 域 生 活 基 盤 施 設 ） 

当該地区  

藤 沢 駅 南 口 公 衆 トイレ整 備 事 業  

（高 質 空 間 形 成 施 設 ） 

藤 沢 駅 南 口 第 ２自 転 車 駐 輪 場 整 備 事 業

（地 域 生 活 基 盤 施 設 ） 

OUR Project 

（生 活 ・文 化 拠 点 整 備 事 業 ） 
藤 沢 駅 南 口 駅 前 広 場 再 整 備 事 業  

都市再生整備計画 事業効果分析調査 

（事 業 活 用 調 査 ） 



様式（１）-①

都市再生整備計画

神奈川県　藤沢
ふ じ さ わ

市
し

藤沢駅
ふ じ さ わ え き

周辺
し ゅ う へ ん

地区
ち く

（第
だ い

３期
き

）

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業 ■

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） □

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 □



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 100.9 ha

令和 8 年度　～ 令和 12 年度 令和 8 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都道府県名 神奈川県 藤沢
ふじさわ

市 藤沢駅周辺
ふじさわえきしゅうへん

地区（第
だい

３期
き

）

計画期間 交付期間 12

大目標：　藤沢の玄関口にふさわしい、にぎわいや交流を創出し、周辺地域へつなぐ駅前づくり
　　目標１：魅力ある滞留空間・交流拠点の創出
　　目標２：交通結節点の機能向上及び快適に歩ける空間の創出

　本都市拠点は、本市の都心及び広域交流拠点として、また、鉄道３線が結節するターミナルとして、湘南の玄関口の役割を果たす利便性の高い場所である。１８８７年(明治２０年)に、藤沢駅が開業して以来、藤沢駅に市役所等の行政施設や駅周辺に百貨店が集積
したことでにぎわいの中心として湘南地域の広域拠点の役割を担うようになった。
　しかしながら、近年、藤沢駅周辺を利用し楽しむ人の流れが弱まりつつあり、商店街や駅周辺での魅力づくりなど、藤沢駅からの流れをつくり出す仕掛けづくりが必要となっている。
　そこで、これまでに整備された都市基盤を活かしつつ、計画的な機能や建物の更新等の促進により、商業機能、業務機能、行政機能、文化機能を充実するとともに、４４万人が暮らす都市の都心にふさわしい風格のある、シンボルとなる都市空間を形成し、東海道本
線で分断される南北間の連携を強化した多機能回遊型の都市拠点を目指すとともに、藤沢駅周辺地区の再活性化に向け、藤沢駅前を中心としたリニューアルを進め、市の都心部、湘南の玄関口として新しい藤沢駅前づくりに取り組んでいる。
　まちづくりの方向性としては、市全体の活力をけん引する役割を担っている藤沢駅周辺地区において、成熟化・老朽化しつつあるまちの再活性化とともに、超高齢社会や成熟社会を見据え次の時代に対応したまちへの転換を目指している。特に市内最大の利用者を
誇る藤沢駅から利用者を駅周辺に回遊させる魅力あるまちづくりを進め、市内だけでなく広域的な吸引力を高め、市外からの来街者を増加させていくため、建物の更新時期を捉えたエリアの顔となる大型商業機能等の強化を図るための基盤整備を進めるとともに、駅
周辺の商店街の活性化に向け事業者等との連携を図っていく。

・本市は神奈川県の湘南地域に位置し、人口４４万人と県内では政令指定都市３市に次いで４番目に多い市である。市域面積約６,９５１ｈａのうち、市街化区域は約４,７０９ｈａ（約６８％）でほぼ全域がＤＩＤ地区に含まれている。温暖な気候のもと、昭和３０年頃から鉄道
等の公共交通網を軸に、市街地整備事業等の計画的なまちづくりを実施し、昭和６０年代頃からは「５核格子状（現在、６核へ拡充）」の都市構造形成を掲げ、交通結節点で核（都市拠点）の拠点性を高めそれらを繋ぐ公共交通網を充実することで、市域全体で偏りなく
快適な生活がおくれるようなコンパクトな都市構造の形成を進めている。
・本地区は本市都心部であり、６核の中で中心の核となっている。明治２０年に「藤沢駅」の開業以降、駅を中心として市街地が広がる一方、藤沢駅はＪＲ東海道本線、小田急江ノ島線、江ノ島電鉄の鉄道３線が結節する交通結節点としての駅前への求心力が高まり、
市役所等の行政施設や商業等施設等の都市機能立地が進み、新たな都市拠点が形成された。さらに都市機能の充実を図るべく市内で最初に拠点整備に取り組み、都市施設の整備と市民生活の拠点整備とを目的に昭和５０年～昭和５４年にかけて藤沢駅北口市街
地再開発事業を、昭和５５年にはＪＲ藤沢駅に南北自由通路の設置を行った。併せて、昭和５０年代には百貨店を中心に急激に商業集積が進んだこともあり、以降、湘南地域の広域拠点および玄関口としての役割を担っている。
・しかしながら藤沢駅北口市街地再開発事業は、北は藤沢村岡線までの範囲（約２ｈａ）にとどまったことにより、藤沢村岡線以北の後背地区は再開発区域内から派生する諸機能を受け入れ、一体となって都心機能を発揮する土地利用に耐える都市基盤施設が不足し
たまま近年まで推移したこと、周辺地域に商業拠点が形成され、相対的に求心力が低下したことなどから、藤沢駅周辺は一時期より拠点性や活力が弱まる状況である。
・そこで、都心部再活性化に取り組むべく「藤沢駅周辺地区再整備構想・基本計画」を策定し、藤沢駅北口側に位置する藤沢駅北口ペデストリアンデッキ、藤沢駅北口交通広場、藤沢駅東西地下通路等から順次再整備を進めている。今後は、駅南北間の連携強化、利
便性及び回遊性向上等に向け、藤沢駅南北自由通路拡幅、藤沢駅南口駅前広場及び複合公共施設の再整備などを推進することにより、継続してまちづくりを進めていく。
・また、整備が完了した北口側を中心にエリアマネジメントが進展しており、今後は、整備が完了したエリアから順次、にぎわい創出に向けエリアマネジメントの取組を推進していく。

・藤沢駅前は昭和５０年頃から百貨店を中心に商業集積を高め、藤沢市及び湘南地域の都心部としての役割を担ってきましたが、近年、都市施設の老朽化・陳腐化やまちの求心力の低下により停滞傾向にある。
・コンパクトな都市構造を形成するためにも不可欠となる藤沢駅前の再活性化に向け、鉄道利用者が１日約４０万人を超える藤沢駅から周辺へにぎわいを波及させる取組が求められている。
・さらに「湘南の玄関口」として、気候・風土とともに街が育んできた文化、緑とゆとりのあるライフスタイル等の蓄積を活かし湘南・藤沢のブランド展開することで、差別化及び周辺地域全体での活力向上に資することが求めらている。
・土地区画整理事業や市街地再開発事業などにより整備した都市基盤をベースに、都市施設における憩い・にぎわい創出を促進する機能の拡張・強化、ユニバーサルデザイン等に取り組みながら、交通結節点である藤沢駅の利便性向上と、駅を中心に回遊性を高
め、また改札から駅前に出やすくする南北連携強化等の質・機能向上が必要である。
・交通施設としての駅前から、さらに憩い、すごしたくなる駅前へと質の向上及び機能の付加を図り、駅及び駅周辺の回遊及び交流の核づくりが必要である。
・公共施設が今後更新時期を迎える中、将来にわたって必要な公共サービスを維持していくため、公共施設の機能集約・複合化による施設数の縮減が求められている。
・藤沢駅及び駅前広場は整備から４０年以上経過し、現在の駅乗換人数は、現在の駅舎（橋上化）が完成した１９８０年（昭和５５年）よりも約１．４倍へと増加しており、自由通路や南北駅前広場における歩行者動線の錯綜等の問題、駅周辺施設の老朽化・陳腐化、駅
南北連携の課題がある。

■藤沢市市政運営の総合指針２０２８
・藤沢市のめざす都市像「郷土愛あふれる藤沢～松風に人の和うるわし　湘南の元気都市～」を実現するため、３つのまちづくりコンセプトと８つの基本目標を掲げている。本地区は、基本目標「都市基盤を充実する」の実現を目指し、都市拠点の充実とさらなる活性化
に向け取り組むこととしている。
・まちづくりテーマ「都市の機能と活力を高める」のもと、都市拠点の活性化と新たなまちづくりの推進を図るべく、「藤沢駅周辺地区再整備事業」を重点事業に位置付け、藤沢駅周辺の再整備等を推進していく。
■藤沢市都市マスタープラン
・本地区は、藤沢市の都市拠点の１つ「藤沢駅周辺」（中心市街地）に位置付けられ、藤沢市の都心及び広域交流拠点として、湘南の玄関口としての役割を高めながら、南北連携を強化した多機能回遊型の中心市街地をめざすとともに、これまでに整備された都市基
盤を活かし、計画的な機能や建物更新の促進等により、商業、業務、行政、文化、都心居住機能等を充実するとともに、４４万人がくらす都市の都心にふさわしい風格のある、シンボルとなる都市空間の形成を図ることとしている。
・「歴史と文化が息づく、湘南藤沢の都心部拠点」を地区の将来像とし、「にぎわいと、歴史・文化が共存する、都心にふさわしい拠点の維持再生」、「移動しやすい交通環境づくり」、「歩いて楽しいみちづくり」、「藤沢駅周辺の活性化に向けた都市整備の検討」等をまち
づくりの基本方針として位置付け、さらに、駅南口は、「藤沢駅周辺の都市サービス機能集積と都心居住の適切な誘導」、「鉄道駅を中心とした身近な地区拠点の充実」、「公共交通ネットワークを活かした超高齢社会におけるくらしやすさの向上」等を基本方針に掲げ、
まちづくりを進めていくこととしている。
■藤沢駅周辺地区再整備構想・基本計画　平成２４年３月策定
・湘南・藤沢の顔・玄関としての品格と象徴性をあわせもつ駅前づくりとまちへの回遊形成をめざし、当地区のまちづくりの目標として以下の３つを掲げるとともに、重点プロジェクトとして位置付けた事業を推進することを定めている。
　＊市及び湘南圏の都市拠点として、計画的な更新・充実による、人・まちのエネルギーを集約・発信するコアづくり
　＊都心部の『湘南・藤沢ライフ』を楽しめるとともに、訪れた人にも見える・楽しめる、計画的な重複と分離による、くらしの場と交流・にぎわいの場づくり
　＊多様な交通モードからの選択や環境・景観の取組など、くらし方・楽しみ方を通じた湘南藤沢らしさ・文化づくり
■藤沢市立地適正化計画　平成２９年３月策定（令和６年３月改定）
・まちづくりの方針を「市民の誰もが、住み慣れた地域で、安全・安心に暮らせる少子超高齢社会等に向けた持続可能なまちづくり」とし、それを実現する都市構造として、コンパクトな都市構造の核となる６の「都市拠点」、市民の身近なまちづくりの単位としての13の
「地区拠点」、それら拠点を結ぶ、交通・連携の骨格となる「交通体系」の形成を進め、多極ネットワーク型のコンパクトシティの構築をさらに推進することとしている。



都市構造再編集中支援事業の計画
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方　※誘導施設を整備する場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 令和７年度 令和１２年度

藤沢駅周辺の滞在者数 人／日 令和７年度 令和１２年度

 

％ 令和７年度 令和１２年度

令和７年度 令和１２年度

令和７年度 令和１２年度

藤沢駅を中心に半径８００mの範囲において３０分以上滞在
した人数

藤沢駅及び駅周辺の複数エリアにおける地域の交流・活動の場
づくりにより、交流促進や賑わい創出を図り、交通結節点（まちの
玄関口）としての拠点機能の向上を図る。

195,000 224,000

・建物の更新の際には、藤沢都心部の再生をけん引するような機能集積や都市拠点としての一体的な都市空間の誘導を図る。
・立地適正化計画における誘導施設としては、「大規模商業施設」を設定するとともに、行政施設として「本庁舎」及び「保健所」、文化交流施設では、文化・交流の拠点として「市民会館」及び「美術関連施設」、本市の図書館４館構想のひとつとして「図書館」、スポーツ
施設の拠点として「体育館」を設定する。また、都市防災機能の強化及び地域活動の活性化を目的に「多目的ホール併設施設ホテル（帰宅困難者対策機能）」を設定している。

滞留空間の魅力度
利用者を対象にした街頭アンケートにおいて自由通路等に
おける滞留関連施設を「にぎわいのある空間」と感じる人の
割合

玄関口にふさわしいシンボル性のある空間、魅力ある滞留空間や
歩行空間の整備、歩行空間のにぎわい創出により、滞留関連施
設の魅力度が向上する。

26.0 39

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

歩行者空間の快適度
利用者を対象にした街頭アンケートにおいて自由通路等の
駅の利用について、安全・安心と感じる人の割合

交通結節点の機能向上（移動利便性向上、バリアフリー機能の拡
充等）や快適に歩ける空間の創出により、誰もが安全・安心に移
動できる環境となり歩行者空間の快適度が向上する。

21.1 36



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

〇整備方針１（魅力ある滞留空間・交流拠点の創出）
　・藤沢駅を中心とした、各都市機能との連携、歩行空間の快適性や回遊性向上、バリアフリー・ユニバーサルデザインに対応した道路、広場空間、昇降施
設等の整備
　・藤沢の玄関口としてふさわしい、魅力的で、シンボル性のある空間形成
　・憩い・待合い等のための滞留空間の整備
　・沿道商業施設等と歩道空間が一体となった、魅力ある歩行空間の整備

〇整備方針２（交通結節点の機能向上及び快適に歩ける空間の創出）
　・駅南北の連携の強化に向けて、南北自由通路を拡幅するととも、歩行者の移動利便性を確保
　・バリアフリー機能の拡充
　・鉄道間、交通モード間での乗換利便性の向上
　・生活支援機能の充実

【基幹事業】
・道路事業：藤沢駅北口南北線整備事業
・地域生活基盤事業：藤沢駅南北自由通路拡幅整備事業
・高質空間形成施設事業：藤沢駅南口エスカレーター整備事業

【基幹事業】
・地域生活基盤施設事業：藤沢駅南口第２自転車駐車場整備事業
・地域生活基盤事業：藤沢駅南北自由通路拡幅整備事業
・高質空間形成施設事業：藤沢駅南口公衆トイレ整備事業

【藤沢駅周辺地区再整備構想・基本計画の概要】
○藤沢駅周辺地区では、地域の選出者、学識経験者、地元関係団体、関係機関等で構成する「藤沢駅周辺地区再整備構想検討委員会」を設置し、本地区のめざすべき姿を「藤沢駅周辺地区再整備構想・基本計画」として平成24年３月に策定
　◆整備のテーマ　「駅周辺ネットワークの核となる緑溢れる空間演出とにぎわいの源泉」
　◆３つの重点プロジェクト
　　●様々な事業者・主体が関わりながら都心部再生をけん引する「①駅周辺街区」
　　　・駅及び駅前広場の改良による藤沢の顔づくり
　　　・まちの南北流動動線の強化・充実
　　　・駅前広場の再編による交通結節点機能の改善
　　●地区として新たなまちづくりにむけたモデル的役割を担う「②北口駅前地区」
　　　・北口駅前地区の開発により魅力・活力を創出する複合都市機能エリア～駅前の顔づくり～（藤沢駅北口の顔となる回遊拠点の創造とともに、居住者や来街者がくらす日常的なにぎわいづくり）
　　　・湘南藤沢にふさわしい、品格とにぎわいのある新しい藤沢都心を印象づけるエリア（道路空間も含めた通りのイベント開催等により、親しみのある通りの創出）
　　●地区南北に広がる商店街・通りが主体となって活力再生をめざす「③にぎわい・交流」
　　　・通りごとの特性・魅力強化による地域全体の魅力・活気づくり
　　　・歩ける・憩える・時間を過ごしたくなる回遊づくり
　　　・通りの魅力を高めるためのエリアマネジメントの検討
○基本計画に基づき、平成25年10月に事業計画（案）を公表し、藤沢駅北口におけるにぎわい創出及び回遊性向上を目指した北口ペデストリアンデッキ、特殊街路などの再整備を先行し、整備完了後から随時エリアマネジメント事業を推進
〇「重点事業計画」に位置づけられた自由通路拡幅事業を契機に駅改良及び駅からまちへの歩行動線の改良等、駅からまちへの連携強化、にぎわいの波及を目的とした取組について、鉄道事業者等との調整を行っており、平成31年2月には、東日本旅客
鉄道（株）、小田急電鉄（株）及び藤沢市の三者で事業実施に向けた基本協定を締結し、令和５年６月から小田急側を先行的に整備する第１期施行に着手、その他藤沢駅南口側の道路等の整備を推進

【その他官民協働の取り組み事例】
　・藤沢駅南口３９１地区市街地再開発事業準備組合の設立（平成29年５月）、都市計画決定告示（令和５年６月）
　・都市再生整備計画事業で過年度に整備された広場（藤沢駅北口ペデストリアンデッキ、特殊街路、北口地下通路）を活用し、令和３年４月から指定管理者制度によるにぎわい創出事業を実施



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 藤沢市 直 L=50m、W=9m H26 R12 R9 R12 624.8 624.8 624.8 － 536.6 －

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 人工地盤 藤沢市 直 L=80m、W=16m R1 R16 R8 R12 7,426.8 7,426.8 7,426.8 － 4,782.8 －

自転車駐車場 藤沢市 直 269台 R11 R12 R11 R12 93.1 93.1 93.1 － 74.4 －

高質空間形成施設 藤沢市 直 A=31m2 R7 R9 R8 R9 101.0 101.0 101.0 － 96.0 －

藤沢市 直 1基 R9 R10 R10 R10 942.9 942.9 942.9 － 874.2 －

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

テレワーク拠点施設

賑わい・交流創出施設

賑わい・交流創出施設（地域資源活用型）

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

元地の管理の適正化

広域連携誘導施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

復興促進事業

エリア価値向上整備事業

こどもまんなかまちづくり事業

暑熱対策事業

合計 9,189 9,189 9,189 6,364 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

藤沢市 直 R12 R12 5.0 5.0 5.0 － 5.0

合計 5.0 5.0 5.0 5.0 …B

居住誘導促進事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

居住誘導促進事業

合計 0 0 0 0 0 …C

合計(A+B+C) 6,369

0.5

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目

3,184.5

藤沢駅北口南北線整備事業

藤沢駅南北自由通路拡幅整備事業

藤沢駅南口公衆トイレ整備事業

藤沢駅南口第２自転車駐車場整備事業

藤沢駅南口エスカレーター整備事業

交付対象事業費 6,369.0 交付限度額 国費率

住宅市街地総合整備事業

交付期間内事業期間

細項目

事業効果分析調査

（参考）事業期間

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

 地域創造支援事業

 事業活用調査

まちづくり活動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

「都市構造再編集中支援事業」を活用の場合、本様式を使用すること

都市再生整備計画全体の

B/Cを算出する場合、記入



（参考）都市構造再編集中支援関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
民間 国土交通省 〇 R8 R14

藤沢市 国土交通省 〇 R9 R12

藤沢市 国土交通省 〇 R13 R17

合計

藤沢市民会館

藤沢駅南口駅前広場

（いずれかに○） 事業期間

（いずれかに○） 事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 全体事業費

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 全体事業費

藤沢駅南口３９１地区市街地再開発事業

OUR Project（生活・文化拠点再整備事業）

藤沢駅南口駅前広場再整備事業

藤沢駅南口３９１地区




